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在米 日本人 「移民地文芸」覚書 （4）

　　　　　　　「太い 根が必要だ」
一 外川明 の 自由詩戦前編

粂 　井　輝　子

は じめ に

外川明 （1903− 1980）は 山梨県南都留郡船津村 に生 まれ た 。 父 定
一

は 、

1907年 に渡米 した 。 焼失 した家の 再建 で 負 っ た借金返済 の た め で あ っ た 。

数年で帰 るつ も りで あ っ た とい うが 、 祖母 の 死後 に送金 が 途絶 え 、

一
家 は

困窮 した 。 外 川 は 家計 を助 け る ため 、 さ ま ざまな仕事 を した 。 1922年 、 音

信 不通 で あ っ た父 が突然帰国 した。 翌 1923年 、 父 に伴 わ れ て 渡米 した 。 ほ

どな くして 父 と離 れ 、 ロ サ ン ゼ ル ス 市に移 り、 三 浦農産商会 に勤 務 、 1927

年 第七 市場 の 支店 マ ネー ジ ャ
ー と して 経営 を担 っ た 。 1929年 、 帰 米

1
女性

の きみ と結婚 した 。 第二 次大戦 中は ポ ス トン収容所 に収容 され た 。 戦後 も

農産物販売の 経営 に携 わ っ た。 1952年 、 渡米後 は じめ て の 故郷訪 問を果 た

1　 「帰米」 とは 、 ア メ リカに生 まれ な が ら も、 教育 を日本で 受け 、 あ る程度大 き

　くな っ て か らア メ リカ に戻 っ た 二 世 を さす 。 日本で 育 っ た ため に二 世 よ りも
一

世

に心 情 的 に は近 い と言 わ れ る 。 と きに 差別 的 ニ ュ ア ン ス が あ る と も言われ るが 、

一
世 （ア メ リ カ に 移民 した 日本人）、

二 世 （ア メ リカ生 まれの 日系人 の 第
一

世代

で ア メ リ カ市民権 を もつ ） など とな らん で 、 呼称 として 定着 して い る の で 、 こ こ

で もそ の 用語 を使 っ た 。

　 本稿 は 「在米 日本人 『移民地 文芸 』覚書 （1 ） ア メ リカ の 『亡者』　　 翁久

允 の 長編 二 部作 「悪 の 日影」 と 『道 な き道』」 『白百合女子大学紀要』 41号 （2005

年） 117− 134 ； 「在米 日本 人 『移 民 地 文芸』 覚書 （2 ） 『我 が名 を永 遠 に』

　自由律俳句 と直 原敏平 」SELLA 　35号 （2006年） 1526 ： 「在米 日本 人 『移民地

文芸』覚書 （3 ） 「か へ らぬ ふ る さ と」
一 下 山逸蒼 と自由律 俳句」 『白百合女

　子大学言語 ・文学研究 論集』 7 号 （言 語 ・文学研 究セ ン タ
ー2007年） 53− 63に続

　くもの で あ る 。
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した
2

。

　経 歴が 示す よ うに彼 は職 業詩 人で は ない
。 しか し、 日々 の 労働 の 傍 ら 、

作 品 を 羅府新報 の 文芸欄 に投 稿 し続 け 、 戦 前 は S収 穫』、 戦 中は 『ポ ス ト

ン 文芸』、 戦後 は 『南加文 芸』の 文芸活動 に参加 した 。 戦 前に は 『詩集』

（1932年）、 戦後は 『蜜蜂 の うた』 （1962年） を 自費出版 した 。 また 、 『南加

文芸 』 に 27回に わ た っ て 「南加詩壇 回顧」 を執筆 した
3

。

　外川 明 を知 る人 は彼を温厚 な人で 、 世話好 きだ っ た とい う。 しか し戦前

か らの 長い 活動歴 を もち なが らも、 文 芸 会の リ
ー

ダ
ー と目 され て い た わ け

で は な く、 同 世代 の 加 川 文一
の 影 に 隠 れ 、 目立 た ない 存在 で あ っ た 。 英詩

集 を出版 し、 カ リ フ ォ ル ニ ア 州の 詩壇か ら着 目 され た こ との ある加川 の 哲

学的思索 をめ ぐら した 詩
4
に比べ る と、 外川 の 詩 は文学青 年的感傷 が 強 い

と思 わ れ る か らで あろ う。 とはい え、 山本 岩夫は 『収穫』 で の 外川 の 詩 を、

日常生活 をテ ー マ に 採 り、 「深い 思索 と洗練 された語法に支 え られ」て い

る と高 く評価 して い る
b

。 山本 の 指摘 す る よ うに 、 外川 は 自らの 生 活か ら

詩 を生 み 出 した 。 移民 の 暮 ら し と哀感 を詠み 込 ん だ 。 移民 地 の 生活 と心 情

の 記録 と して もっ と注 目 して よい で あ ろ う。

　 本稿 は 、 外川 の 『詩集』 と 日記 を中心 に 、 彼が 日系人 と して ア メ リカ に

2　 外 川明 『詩 と随想 　蜜蜂 の うた』 （東京 ア ポ ロ ン 社 、 1962年）430− 431。 また

UCLA 　Research　Library特別資料室 外川 明文書の 文献 目録に も略歴が 記載 され

て い る 。 こ の 目録内容 は現在 イ ン タ
ーネ ッ ト Online　 Archive　 of 　Californiaで も

閲覧で きる v

3　 『収穫』、 『ポ ス トン 文 芸』、 『南加文芸』 は篠 田左 多江 ・山 本岩夫編 『日系 ア メ

　リカ 文 学 雑誌 集 成』 （全 22巻　東京不
一
二出版 、 1998年 〉 の 、 1 、 8 − 12 、 16 − 22

巻に 収録 され て い る 。

4　 加 川 は Yvor　 Winters の 序 文 を得て 、
　 Hidden　 Flame （Stanford，　 CA ： Half

Moon 　Press，1930） を 出版 した 。 また 、　 House 　of　Henry 　Harrison，　Publisher
ed ．

，
　Calijomia　Poets： An 　Anthology　of 　244 　Contemporaries　（NY ： the　House 　 of

Henry 　 Harrison
，
　 Publisher

， 1932） に も英 語詩 数点 が収 録 され て い る 。

5　山 本岩夫 「幻 の 文 芸 誌 『収 穫 』」篠 田左 多江 ・山 本岩夫編著 『日系 ア メ リカ 文

学雑誌研究　　　B 本 語雑誌 を中心 に』 （東 京不 二 出版、 1998年）24。
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生 活 の 基盤 を築こ うとす る軌跡 を考察す る もの で あ る 。

1）ア メ リカ の夢 、成功 の 夢

　外川 明の 父 定
一

は明が 満 3 歳の と きに渡 米 した。 次弟 は父 の 渡米の 翌 年

に生 まれ た 。 以後17年 、 父 とい うもの を知 らず、 母 と祖母 に育て られ た。

15歳 で 祖母 が死 ぬ こ ろ 、 父 は 音信不 通 に な り、 送金 も途絶えた 。 生 活は 困

窮 し、 先祖伝来の 財産も、 親戚 に買 い 取 っ て もらわ なけれ ばな らな くな っ

た 。 外 川 も養蚕な どの 農作業の 他 、 道路修繕人夫、 富士 登山の 強力、 農 閑

期 の 行商 を した （『蜜蜂 の うた 』 430）
6

。 後年 、 外 川 は 故 郷 の 生活 を次 の

よ うに 記 して い る 。

十七 の 私 の 丹精 で ／桑畑 を青 々 と繁 らせ て ／村 人か ら誉 め られた 記憶

／母 と共苦労の 養蚕で ／繭
一

貫 を十八 円で 売つ て 喜ん だ の も／ もう

拾 年 も前 なの か

貧 しくもその 頃 は／希 望 に 満 ち溢 れ て ゐ た私だ つ た ／貧 し くもその 頃

は／ 故郷 の 土 に親 しみ を持つ て ゐ た 私 だつ た ／ だ が も う懐 しい 故郷 は

／ た だ懐 しい 丈の 故郷 で ／ 私 を優 し く抱 い て ／育ん で 呉 れ る 故郷 で は

ない の だ 。

お母 さん ／一
日 も早 く帰 れ と言 はれ て も／帰つ て か らど うして 食つ て

行 くの で すか ／桑 の 葉 一
貫が 六 十銭／繭一 貫が二 円五 十銭 ／それ で 借

金 せ ず に暮 ら して行 け ますか ／ 百 姓 の 汗 の 償 ひ は ／
一体誰 が 為 して 呉

れ る の で す か ／懐 か し く開い た母 の 便 りで は あ るが ／ 読み終 へ た 私の

心 は真暗 に され て 仕舞つ た （「暗い 故郷 」 『詩集』205 − 6 ）

故郷 は懐 か しい
。 母 の 手紙 は待ち遠 しい

。 けれ ど も、 懐か しさだ けで は

6　 末弟は父 と外川 が渡 米後 に生 まれ た 。 「移民の 子」『詩集』 26− 27。
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暮 ら しは たたない
。 将来 に希望 をもっ て 働 き、 近隣か ら褒め られ る畑を作 っ

て も、 い か に品質の よ い 繭 を高額 で 売 っ た と して も、 借金せ ず に暮 らす こ

と はで きなか っ た 。 生 活 費の 補填 に 、 東京 に 行商 にで て も、 無 理 が た た っ

て 、 18歳 の と きに は 3 ヶ 月 も寝 込む 大 病 を患 っ た （『蜜蜂 の うた』 431）。

自分 を育む こ との で きない 故郷 。 その 故郷に 見切 りを つ けて 渡米 した の で

あ っ た 。 帰 国 を催促す る母の 手紙 は、 故郷 の 貧 し さを思 い 出 させ た だ け で

な く、 10年 を経 て も 、 故郷 で 遊 ん で 暮 らせ る だ けの 「成 功」 を勝 ち取 れ な

い 現在の 自分の ふ が い な さ を痛感 させ る もの で あ っ た 。

　外川 もまた 、 他の 多 くの 移民 た ち と同様に 、 ア メ リ カに 甘 い 夢を抱 い て

や っ て きた 。 父 の 帰国は 、 呼び寄せ で あろ うと予測 し、 健康に 自信が なか っ

た が 、 ア メ リ カ に 行 っ て み た い とい う想い は あ っ た 。 「母 の 余生 を安心 し

て 暮せ る 様 に 」す る た め に 父 の 誘 い に応 じた 。 （1922年 7 月16日）。

i

　 ア メ リ カ の 光景 は外川 の 心 を浮 き立 たせ た 。
ハ ワ イ島 は 「唯珍 し く唯美

し く唯麗 しく唯長閑」で あ っ た （1923年 3 月 5 日）。 サ ン フ ラ ン シス コ に

到 着 した と きは ハ ワ イほ どの 感激 は なか っ た 。 1 、 2 等船 客だ け が 先に降

りた の が 「癪 に さは つ て た まらな かつ た」 が 、 そ れ で も 「上 で 鴎が 楽 しそ

うに叫 ぶ 、 船が 着 い た よ も う船 が 」 と浮 き浮 き した気分 を詠 ん で い る

（1923年 3 月11目）。 移民 局の あ る エ ン ゼ ル ス 島 に 送 られ たの は 「罪人 」扱

い され た 気分で あ っ たが 、 「想像 意外 ［マ マ ］ に 美 しい 島」 で あ っ た （3

月 12 日）。 身体 検査後 、 入 国 を許 され 、 サ ン フ ラ ン シ ス コ の 防長 ホ テ ル に

一
泊 して 、 汽車で サ リナ ス に 向か う。 柔 らか な陽射 しの 太 陽 、 桃 の 果樹園

や 「菜の 花」
8

が続 く平原 、 「春 だ 、 楽 しい 長 閑 な春だ 、 少 しも異 国の さ び

しさ を感 じな い 」。 旧 友 と会い 「うれ し くて うれ し くて た まらなか っ た」。

そ して 、 友の 「妹 と弟肥 へ た 体 だ 自分 ［は］ 羨ま し くて た まらなか っ た 」。

（3 月15H ）。 ア メ リ カ の 豊 か さの 証 を 目の 当た りに した か らで あ ろ う。

7　 （ ） 内は 日記の 凵付 で あ る 。

8　 マ ス タ
ー

ドの 花で あろ う。
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　自動車 に同乗 して タ ー
ラ ッ ク に 向か う。 「緑 の 薫 る果て し もない 広 野 の

広 路 を軟 らか な春 日 を浴び つ つ 自動車で 走 る 、 何 と も云 は れ ぬ 爽快 と長閑

を 感 じた」。 こ の あた りの 丘 陵 地帯 は な だ らか で 広 々 と して お り、 山 梨の

山村 に 育 っ た外川 に は 大草原 に 思 えた で あろ う。 オ レ ン ジ色や 黄色の 花が

や わ らかな緑 の 草 原 に 咲い て い る 。 牛馬が草 を食む 。 それ が どこ まで も続

く。 「何 を見て も珍 しい 物 ば か り流石米大 陸 の 景色 は格別 だ 」 と感激 した

（3 月16日）。

　各地 の知人 と旧交 を温め 、 ロ サ ン ゼ ルス に 行 く。 こ こ で 、会 っ た知人が 、

「言 葉 も出 さず に 涙 を こ ぼ す彼女 に 異郷 の さび しさ を よび起 こ され る 」 （3

月 19日）。 浮 き浮 き と した 「旅行者 」気分 が消 える 瞬間で ある 。 翌 20日の

日記 の 冒頭 に は 「憧 れて 来 し人 々 に会 ひ終 へ て心淋 しくな りそめ にけ り」

と記 して い る 。 明 日か ら は言葉 もわ か らな い 「異 国 」で 新 しい 労働 を始 め

る とな る と 、 「すずろ 悲 し ［い ］」。 新生活 に 緊張 して い る とい うよ りは む

しろ 、 楽 しい 休暇 が終わ っ て しま っ た とい う侘 び し さだ っ たの で あろ う。

父 は ハ リ ウ ッ ドで 職を探す とい う。 外川 は 、 父 と別 れ 、
ロ サ ン ゼ ル ス の 市

場 に店を構 える 、 苦労人 ら しい 三 浦清兵衛 の 店 で 働 きなが ら独学 しよ うと

決意 した （3 月21日）。

　朝 8 時 か らの 「マ
ー

ケ ツ ト」働 きに 、 「が りつ き （ガ ー リ ッ ク ）の 選定

な ど をす る埃 が 立 つ の に は 少 々 閉 口 ［し］」 （3 月22日）、 「時々 外人
9
が 来

るの に は 閉口 」 した （3 月23 日）。 それ で も10日ほ どで 、

　 手真似 して ア ニ オ ン ［onion ］ 少 し商ひ て そ ぞ ろ うれ し きマ
ー

ケ ツ ト

　 の 朝

　　お の つ か ら心嬉れ し くな りに け り手真 似 しつ つ も小 商 ひ して

　 ハ マ チ ー ［how 　much ］ と問は る る度 に お つ お つ と しつ つ もな れぬ 英

9　 日本 人移 民 は しば しば 白人 を 「外 人」 と呼 んだ 。
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語話 しぬ

と詠 ん で い る 。 晩 に は教 会の 集会に参加 して い る （4 月 4 日）。 5 月11日 、

電 車 を待 っ て い る と 、 通 りす が りの 「外 人」 が 自動車 に乗 せ て くれ た 。 そ

の 人情 に 感激 し 、 聞い て い た 「排 日」 とは何 だ ろ うと疑問 に 思 っ て い る 。

朝 4 時起 き、 11時就寝 の 生活 で は あ っ たが 、 新 しい 土 地 で 頑張ろ うとす る

意欲 と少 しずつ 「外人」 相手に商売が で きる とい う喜 びが 伝 わ っ て くる 。

　 しか し 7 月に は 、 早 くも甘 い 成功 の 夢は挫 折感 を味わ う。 曇天 に 、 気 分

まで 沈む 。 「悲感 ［マ マ ］ して 涙 を こ ぼす程の 勇気 もな くな っ た 」。 そ して 、

「成功 も覚 束ぬ と思ふ 時故郷 の 事 を偲 ぶ 時無 限 に 自分 の 身が うら まれ る」

（7 月 6 日）。 「自由の 国 1唯此 れ だ け に誘 は れ て 来た 自分 の 鳴 吁何 を して

居 る の か何処 を探 して も俺の 自由は見 つ か らぬ 余 りに 意気地 が な さすぎる」

（7 月12日）、 厂耐へ よ 1忍の べ
、 唯

一 人で 凵 と言い 聞かせ て も、 「仕事を

終 へ て 帰 る 時得 も云 は れ ぬ 淋 し さ を感 じる 」 が 、 何 もで きな い
。 「しみ じ

み
一 人で 泣 い て 見 たい 1此 れが 私 の 希望か 1」（7 月20日）。 早朝か ら夜 ま

で の 勤務 に 自由時間 は ない
。 見 習い の 身で は貯 金 さえ ままな らなか っ たで

あろ う。 独学 な ど、夢で しか ない 。 渡米 した と きの 大 きな夢が 破 れ、
一

人

泣 くこ とが 希望 とな っ て しま っ た現在の 境遇 に 、 愕 然 とす るの で あ る 。

2）米 化 と排日の 狭間で

　当初期待 して い た 成功 はお ぼ つ か な くて も、 ア メ リカ の 生活 に慣 れ る に

したが っ て 、 ホ ー ム シ ッ ク に 落 ち込 む こ と は 少 な くな る 。 と 同時 に 、 漢字

を忘 れ 、 故 国の 大事 な記念 日 さえ忘れ る よ うに な る 。 1924年 5 月27日に は、

海軍記念 日を忘 れ て い た こ とに 衝 撃 を受 け て 、 「米化 して 行 く／ 排斥され

つ つ し ひ た げ られ つ つ も」、 と記 して い る 。 排 斥差 別 され なが ら も、 差別

す る側 に飲 み 込 まれ て 、 本来 の 自分 を失 っ て 行 くこ とへ の 哀 しみ が 、 「米
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化 して 行 く」 とい う言葉 に感 じ られ る 。

　1924年 に は 排 日移民 法 と呼ば れ た 移民 法が 成 立 す る
10

。 発効 した 7 月 1

日の 日記 に は 、

移民 法案 実施 日排 日家 の 亜 米利加 人は 大成功大喜び だ ら う国辱 日だ愛

国の 徒 は 日比野 ［マ マ ］の 野 に 国技館 に集 い 憤 怒極 りな き熱弁を吐 く

故国の 光景が新聞紙上 に 発表 され た … …在米の 同胞即 ち問題 の 発源者

は如何佐 程深 く感 じて は居 らぬ ら しい
、 俺 もや っ ぱ りだ 、 排 斥 され て

も侮辱 され て もあ あや っ ぱ りア メ リ カ は 良い 所 と云ふ の か 　三 十七 才

まで 、 否終生独身の 命令に 甘ん じて も
11

と記 して い る 。 自分 自身を含め 、 当事者 た る ア メ リ カ 在住 の 日本人 は憤 り

をあ ま り感 じて い ない 。 排斥 され続けて 、 意気地 を失 っ て しまっ たか らか 。

そ れ と も 日本 よ りもア メ リカ の 方が 排斥が あ っ て も暮 ら しやす い か らか 。

　経 済面 を考えれ ば 、 外川 は 金儲けの た め に は何事 も耐 えなけれ ば な らな

か っ た 。 父 の 送金 は借 金 だ っ た （7 月15日）。 母 へ の 送金 に 父 の 借金返済

が 加 わ っ た。 労働 は厳 しい
。

　　何 と言 ふ 矛盾 だ／椰子 を育む南 国の 大地 だの に／果 て しな く続 く冷た

　　い 路 よ ／ 歩い て も　 歩 い て も／何時大地の 温 さ を感ず る 日が来 るの か

10　1924年移 民法 に 「排 日条 項 」が挿 入 された経 緯 に関 して は 、 蓑 原俊洋 『排 日移

　民法 と 日米関係』 （東京岩 波書店 、 2002 年）、 また 、 同法成立 に 関する 日本国内で

　の 反響 に 関 して は 、 拙論 「『日米問題』 に 関す る
一

覚 え書 き ：1924年ア メ リ カ 移

　民法に 対す る 『ジ ャ パ ン ・タイ ム ズ』紙 上 シ ン ポ ジ ュ
ーム に み る 日米認 識 の 落差」

　『白百合 女子大学研究紀要』 33号 （1997年） 69− 88。

11　1924年移民法の 成立 の 結果 、 日本か らは 新た な 「移民」が不可能 となっ た 。 そ

　れ まで は 日本側の 自主 規制 に よ っ て 、すで に ア メ リ カ に 居住す る移民の 配 偶者、

　親、子 の 入 国 は可 能 で あ っ た 。 日本 で 入 籍 し妻 と して 渡 米す る 女性 へ の 旅券発 給

　 は 、 日本側が 1920年に 停 IEした 。
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／ 可哀 想に　俺 の 足 1

裏富士 の 高原 に ／下駄 と草履 を踏み しめ て ／ 自由に 大 き くなつ た お前

だ の に ／窮 屈 な靴 に押 し込 め られて ／ 靴擦 れ の 痛 さ を忍 びつ つ ／熱い

大 地 の 接吻 を求 め て ／夜 とな く　 昼 とな く／ 長い こ と歩み続け て は来

た が ／ 何処 まで も続 く路 の 冷た さに ／今は血 の 気 も失せ 果て て ／青白

く冷た い お前 だ （「俺 の 足」 「詩集』128 − 129）

ロ サ ン ゼ ル ス 市街地 の 道路 は舗装 され 、 歩 きや す そ うに 見 える 。 椰子 の 並

木は南 国 を思わ せ る 。 けれ ど も朝晩は 冷え込 む 。 幅広 の 足 には細 い 西 洋人

向けの 靴 は 窮屈で あ る 。 しか も労働靴 は 固 くて 重 い
。 む りや りに靴 に足 を

押 し込め 、 日の 出前 か ら夜遅 くまで 、 終 日歩 き続 けれ ば 、 靴ず れ もで きる。

タ コ もで きる 。 「俺 の 足 」 は外川 その もの で あ る 。 甘い ア メ リ カ の 幻想 に

誘われ て や っ て きた もの の 、 窮屈な蔑視 の なか で 働 き続け れ ば 、 心 は傷つ

き癒 され る 間 もない
。

　そ ん なア メ リカの 労働生活で は あるが 、 日本 の 生活 は な お厳 しい 、 と外

JIIは ，思うo

働い て も喰へ ぬ 百姓 に 諦 め を付け ／江戸 児相 手の 行商も病の 為 に挫け

て ／取 り付 く島 ［マ マ ］ もな しに や つ て 来た ／ こ の ア メ リカ が い や に

なつ た ら／ 俺 よ　
一
体何処 へ 行 く （「仰臥想」 『詩 集』 95）

　答 えは 明 らか で あ る 。 しか し、 ア メ リカ に 留 ま る 限 り、 移 民法 の 規 定で 、

母 を呼 び寄せ る こ とは で きない
。 カ リ フ ォ ル ニ ア 州法の 規 定で 日本人 は 白

人女性 と結婚 は で きない
。 「米 国生 まれ の 日本娘 は 日本語 を話 さ ［ない 」」

（「何故 俺 は」 『詩集』 18）。 金 儲 けの た め の 労働 と性 の 悩 み に 、 1920年代の

外川 の 詩 は感情 の 起伏 が 大 きい
。
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気分が 爽快 な と きに は 、 車窓か ら

メ キ シ カ ン達 よ／ 俺 は お前等 が 一番 好 きだ／そ して 俺 は お 前等 の 好 き

な 日本 人だ よ／ こ の ア メ リ カ に色違い の 俺達は／あ の 我儘な米 国人の

分 らず家の 為 に／何時 も侮辱 されて 居 るの だ／癪 に障る ぢや ない か メ

キ シ カ ン達 よ／血 と愛 と正義の シ ン ボ ル の ／ 星 条旗 の ひ るが え る大空

の 下 に ／血 も正 義 もない 排斥 を され るの だ／おお赤銅色 の 健康な群れ

よ 1／ お前 等 はみ ん な俺の 子分 に なつ て 呉れ ／ そ して 俺 と
一

緒 に馳 け

て 呉 れ／ リ ン カ ー
ン の 肺 か ら絞 り出 したや うな ／人 類愛の 空気が は ち

きれ る まで に 膨 らま した大 きなボ
ー

ル を抱 えなが ら／正 義の 道 をまつ

し ぐらに馳けて くれ ／馳けて くれ 、 馳 けて くれ／あの 蹴球 の チ ャ ン ピ

オ ン の レ ツ ド、 グ レ ン ヂ
12

の や うな素晴 しい 勢 い で ／ 突進す る俺 達 に

邪魔す る 輩は ／片端か ら突 き跳 ば し なが ら （「車窓 に 凭れ て 」 「詩集』

6− 8 ）

と呼 び かけ る 。 ア メ リ カ は 自由 と平等 と博 愛 を標榜 して い る 。 に もか か わ

らず 、 メ キ シ コ 人や 日本人は有色 人種 として排斥 され て い る 。 排斥 される

者が リ ン カ ー ンの 人類愛 で 団結 して 、

一 緒 に 、 ア メ リ カ の 矛盾 を蹴散 らそ

うと 、 こ の 詩 は叫 ん で い る 。 けれ ど も、 実際 に は こ の 叫び は狭い ア パ ー
ト

の なか で の 呟 きで しか ない 。 とは い え 、 外川 ら
一般 の 移民 労働者 が ア メ リ

カ の 矛盾 を熟知 して い た こ とは無視 で きな い 。

　鬱 状態に なれ ば 、 カ リ フ ォ ル ニ ァ の 明る い 太陽 も、 暗い しと しと した雨

も気分 を沈 ませ る 。

　　冷た い 雨 だ よ／ それ は 私の 泪 だ よ／終 日働 い て 帰つ た か ら とて ／ お帰

12Horald 　Edward 　 Grange （1903　1991）．
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り… … と言つ て ／迎 える者は
一

人 もない が／ 門に 待つ て ゐ た よ ／新 聞

紙が待つ て ゐ た よ／ グツ シ ヨ リ冷た く濡れ た まま （「冷 たい 雨」『詩集』

41）

蝙蝠 よ　出て 来い ／憂鬱の 穴の 巣を喰 つ て ［マ マ ］ゐ る／俺の 蝙蝠 よ

出て 来い ／ 明 る く輝 くこ の 春 の 広野 に

（中略）

何 と言つ て も蝙蝠は 出て 来ず に ／ 薄暗 い 天井 裏に 師噛み ［マ マ ］付 い

て ゐ る ／何 故 こ ん な俺 に なつ たの が ［マ マ ］／緑 草 の 上 に 座つ て ／枯

草 の 残 茎 を ボ ギ リ ボ ギ リ折 つ て ゐ る と／ 故 知 れ ぬ 涙 が 滲 ん で 来る

（「蝙蝠 」 『詩集』87 − 88）

「グ ツ シ ヨ リ冷た く濡 れ た」新聞が 外川 自身の 姿に重 なる 。 待 っ て い て く

れ た新 聞 はい じらしい
。 けれ ども、 新 聞だ け しか待 っ て い ない 侘 び しさが

言外 に 沁み だ して くる 。 明 るい 広野 に 飛 び 出 して こ な い コ ウモ リは 、 外 川

の 心 の 中の 言葉 で あ る 。 叫び た い 言葉は胸 の 奥 にあ っ て も、 それ を声高 に

叫 ん で 聴い て もら う勇気は ない
。 聴い て くれ る相 手が い な い 。

　生 来真面 目な外川は 酒や女や博打で うさ を晴 らせ ない 。 雨 上が りの 夕方

に 空 を舞 う凧 をみ て も、 そ れは 「寒風 に うめ きなが ら」 「悶え苦 しん で ゐ

る」。 だか ら 、 「理性 の 糸をプツ ツ リ剪つ て ／ こ の まま／ 風に 身をまか せ て

空 を飛 んで 行 きたい 」 （「紙鳶」 『詩集』85− 86）。 野 を横切 る列車に 飛び乗 っ

て 、 「凡て を委せ て 仕舞 つ て ／ こ の ま ま俺 は ／何 処 か へ 行 きたい 」 （「汽 車」

『詩集』 93）。 さ もなけれ ば 、 突然爆発 炎上 した石 油井戸 の よ うに 、 「僕の

理 性 は 戦 慄す る ／年 毎 に 深 くな る 憂鬱の 井 か ら／ 何 時 こ の や うな焔 が爆発

す る か も知 れ ない と思 は れ て」 （「狂乱の 焔」 『詩集』127）。

　三 浦 の 店 を離 れ て 、 地 方の 農園労働 を した と きで あ ろ う。 同 じ労働 キ ャ
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ン プ の 老人 か ら葡萄酒 をすす め られ た 。 禁酒 法 の 時代
13
で あ る 。 酒 は 密造

で ある 。 しか も当時の 外川 は 宗教 的信 条か ら禁酒 して い た と思 わ れ る 。 だ

が 彼 は
一

緒 に酒 を酌み 交わす。

悦ん で 受けや う／ 感謝 して 受けや う／ 額は少 し禿げか か り／顎髭 に白

毛 の 見ゆ る まで ／ 日本 に も帰 らず に ゐ る／ こ の 年老 ひ し人の ／ 甘 い 手

製の 葡萄 酒 を

（中略）

宗教 も知 らず　／ 芸 術 も解 らぬ こ の 人 だが ／知つ て ゐ る　識つ て ゐ る

／俺 達の 何十倍 も知つ て ゐ る／ 移民地 の 寂 しさ を／独身者の 悲 し さを

疲 れ た ら う　
一

杯や りね え／ ほ ん とうだ… …
ありが たい ／俺れ は疲れ

て 仕舞つ た の だ ／ こ の 人 は猶更疲 れ た らう／お互 だ 　お 互 だ／旅の 愁

は お 互 だ／六十に 近い こ の 入も／人生半ば の こ の 俺も

心 か ら差 出 して 呉れ た この 尊い 杯 を／ どうして 俺は 拒 まれ や う／譬え

酒飲 む こ とが 神の 法 に 違ふ と も （「葡萄酒 の 味」 『詩集』 61− 64）

　長年独 り身で 暮 らして きた老移民 に 自分 の 将来 を重 ね 、 自分 自身の 孤独

を重 ねて 、 二 人 は杯 を交 わ す 。 「移民 地 の 寂 しさ」、 「独 身者の 悲 し さ」の

底 に ある ア メ リカ社会 の 理 不尽 さは 、 酒が もた ら した二 人 の つ か の 間の 友

情 に 覆わ れ て し まっ た 。 日本 人 労働 者が 苦 しん だ労働問題 や 人種 問題 は外

川個 人の 宗教 の 問題 に す り替 わ っ て しま っ た 。

　外 川 は 、 社 会の 矛盾 を 自覚 して も 、 そ れ を告発す る こ とは なか っ た 。

「古 フ オ ー ドと／破 れ箒 とエ ッ プ ン と／ 今 日 も仲 よ く一
日暮 れ 」 と 日々 の

労働 に 精 をだ し、 「読み た い な ア ／書 きた い な ア と思 ひ つ つ ／今夜 も疲 れ

13　酒の 製造、販売、輸送 を禁 じた ア メ リカ 合衆 国憲法修正 18条は 1919年発効 し、

　 1933年廃 止 され た 。
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て 寝 て 仕舞ふ 俺だ」 っ た （習作の 口語歌 「詩集』 101）。 とは い え 、 疲 れ て

もなお 「書 きたい 」 とい う想 い は持 ち続 けた 。 そ の 想 い が 「憂鬱 の 井」の

は け口 とな っ た 。

根をおろす

　 「共 に 苦労の 出 来 るや うな娘や ／ ない か加州の 第二 世」 （「仰 臥想」 『詩集』

99） とあ き らめ て い た外 川 で は あ るが 、 帰米女性 きみ と1929年 に 親 の 反対

を乗 り越 えて結婚 した 。 親の 知 らない 女性で ある こ と 、 長男が ア メ リカ で

結婚す れ ば 帰国 は遠 の くこ と、 結婚す れ ば送 金が 少な くな る こ と 、 そ う し

た こ とが 反対 の 理 由で あ っ た の で あ ろ う。 とは い え 、 外川 に は 「すべ て は

運命」 だ と思 わ れ た 。 父 の 借金 も背負 っ て の 労働 は灸 をすえなけれ ば続か

ない 。 店は経営困難で あ っ た 。

胸は詰 まる　 肩 は凝る ／眼 まで か す むこ の 苦 痛／得 も言へ ぬ 寂寥の 風

が ／ ス ー
ツ 　 ス ー

ツ 　頭 を掠 め て 通 る／冷 た い セ メ ン トの 床の 上 ／六

年 の 激労 に ／すつ か り冷 え切つ た体 を／ や い と ［灸］ に焼か せ なが ら

／ 静か に 運 命を考 えて ゐ る （厂苦 闘の 春」 「詩集』 136 − 137）。

故 国 に 帰 っ て も先 の 見通 しが つ か ない の で あれ ば 、 こ の 機会を逃せ ば永遠

に 自分 を い た わ っ て くれ る伴侶 に は 恵 まれ ない で あ ろ う。

　「詩の 相 手に は／ 少 し物足 らな くも思ふ 」が毎夜念仏 を唱 える 慎 ま しさ

が 気 に 入 っ た よ うで あ っ た （蜜 月 日記 『詩集』 158 − 159）。 「星 よ り星 へ の

働 きも／辛 い 時 もあ る けれ ど／ お 帰 り　 と言つ て 迎 える もの が あれ ば こ そ」

生 活 に 張 りが で る （「小 窓 の 灯影」 「詩集』 170 − 171）。

　 こ れ まで 憂鬱 に しか 見 え なか っ た 雨 期 の 街 も 、 「煤 と埃 に 汚 れ な が ら も

／ 路 傍樹 は 緑の 詩 を描 い て ／ こ の 灰色の 街 を／春 ら しく生 さ うとして い る
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の で す」 と断言で きる 。 「欲 しい と思 つ た 白百合 も買 は ず に ／復活祭 も過

ぎて 仕舞つ た」が 、 貧 し くと も希望が ある 。 「児は若芽 と共 に伸びて 行 く」。

親 となれば 、 日々 の 労働に は 間近な 目標 と褒 美が あ る 。 「睡 りた る児 の 頬

に ／そつ と接吻 して 外 に で る と／黎明の 小鳥が私の 労働 を讃美 して 呉れ る」。

休む こ とを知 らない 労 働 で も 、 「激 しい 翅 の 振動 に も／蜜蜂 は蜜蜂 の うた

を うた ひ なが ら／ 涯 しな い 緑 の 広野 を／何処 まで も健 か に 飛 ん で 行 く」

（「蜜蜂 の うた」 『詩集』188 − 190）。 蜜蜂 の よ うに 、 果て しな くど こ まで も

詩 を書 き続け なが ら 、 頑張 る の だ とい う気概 が 溢れ て い る 。

　 とは い え 、 「大恐 慌時代 」で あ る 。 日記 に は 点灸 と売 り上 げ高に
一 喜一

憂 す る記述が 多い
。 実 の 父母 と妻の 父母へ の 送金 に加 え 、 子供が生 まれ る 。

子供 の 誕生 は活力の 源 で あ っ た が 、 経済 的負担 で もあ る 。 借 金の 返 済 もま

まな らず 、 生活 は苦 しい 。

渡米以 来 の 九 ヶ 年余 を／殆 どあの 目苦 しい 青物 市場 に働 き／ 毎 日　 吾

もの な らぬ 金 の 勘 定 と／ 薯や 玉 葱の 撰 り分 けを しなが ら／過 ご して来

た俺の 手 に ／
一

体何が 残つ た ？／妻 と　子 と　古フ オ
ー ドー 台 と／束

に した送金の 受領証／ そ して 取戻 した 借用証書 と／ 出版 出来 な い 拙 い

詩集

冬毎に 血 の 滲み 出す／ 絲取 る 甲斐の 母の 手 よ／夜遅 くまで 筵 を織 りな

が ら／ 義妹 と侘び し く暮 ら して ゐ る と言ふ ／未 だ見 ぬ 広 島の 義母の 手

よ／都会生 活 に行 詰 り　不慣 れ な苺摘 りに行 き／ ひ び割れ て 帰 つ て 来

た義父 の 手 よ／可哀想 な是等の 手 が槍 に な つ て ／俺 の 心臓 を刺す け れ

ど／如何 に して も解 決 は付 か ない の だ／ た つ た二 つ の 俺の 手だけで は

／で も俺 ばか りぢ や な い ／ 「働 け ど働 け ど我暮 し」 と／ 掌 に 吹 きか け

た 啄木の 溜息 は ／凡 ゆ る 労働者の 掌 か ら掌 へ ／ 何処 まで も　 何処 まで

も流 れ て行 く
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働 い て も働 い て も、 物心 と もに ゆ と りあ る生活は 訪れ ない
。 「啄木の 溜 息」

は外川 の 溜息で もあ る。 そ して 実母 、 義母 、 義父 の 溜息で ある 。 市場 の 働

き手 の 溜息 で あ る 。 そ れ で も溜息 は果 て な く 「何処 まで も流 れ て 行 く」 だ

けで 、 「労働者 の 掌」に は何 も残 らない 。

　 こ の 詩 は 、 海に投身自殺 した友の 手 、 市場 の ゴ ミ箱 を漁 る貧 しい 女性 の

手、 土 地 法 に 縛 られ る 日本人移 民 の 手、 道路工 事 で 傷 つ い た メ キ シ コ 入 の

手 、 戦死 した兵士 の 手 と続 く。 こ れ ほ ど 「惨酷」 で も 「戦争を熄め られ な

い ／ 人類 なの だ」 と外 川 は語 る 。 そ して
一

転 、 「偉大 な愛の 腕 を拡 げて ／

凡 ゆ る 人種 を平 等に抱い て ゐ る／ 南 カ リホ ル ニ ア の 夏 の 海 よ」 と呼 びか け

て 、 こ の 詩 は終 わ る （「手」 『詩集』 256　一　260）。 こ の 詩 の 唐 突 な終わ り方

は 、 こ れ ほ どの 理 不尽が あ っ て も 、 そ れ で も南 カ リフ ォ ル ニ ア の 方が恵 ま

れ て い る と語 っ て い る の で あ ろ うか 。

　 日本 よ りも他 の ど こ よ りも、 こ こ よ り他 に 行 くとこ ろが ない とすれ ば 、

不景気 で も差 別が あ っ て も、 こ こ に根を張 る しか ない 。 「もどか しい 妻 の

内職 に ／雨 の 夜が 冷 々 と更け る」。 「生 や さ しい こ とちや ない ／妻 を持 ち

児 を育 て ／ 四 人 の 親 を支 持 ［マ マ ］ す る こ と」。 自分が 持 っ て い る の は、

厂部厚 な俺の 掌／ た だ こ れ だ けだ ／希望 も　力 も　 財 産 も」我が 手 にか か っ

て い る 。 「冬 とい ふ 不景気の 季節 に は／地 中深 く喰い 込 ん で 行 く／太い 根

が
一

本必 要 なの だ」。 （「太い 根が 必要 だ」 『蜜蜂の うた』 141− 143）

　 厂葉の ため　枝 の た め 　幹の た め に ／ 自らは 暗 き方 へ 　暗 き方 へ と伸 び

て ゆ く／草木 の 根 」 は 、 と き として 、 「暗き方へ 　暗き方へ と伸び ゆ きて

／ 暗 き地 中に そ の ま ま朽 ち る」 場 合 が あ る 。 従兄 が そ うで あ っ た 。 「親 を

　 兄弟 を　妻子 を思 ひ つ つ ／ た だ独 り異 国 に ／酒 も飲 まず　女 に 眼 も くれ

ず／ 営 々 と して 蜜蜂 の 如 く／ 十 有 余年働 き続 け し我 が 従 兄 1」 で あ っ た

（「埋 もれ し根」 『詩集』69）。 自分 自身 もア メ リカ で 日本の 家族 を支 える た

め に 「暗 き方 へ と伸 び て ゆ く」根 と な っ て きた 。 け れ ど も、 「暗 き方へ 」
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伸 び た根 は た だ黙 々 と根 を伸 ば そ うと した だ け で あ っ た が 、 「太 い 根 が
一

本必要 なの だ」 と言い 切 っ た と きに は 、 ア メ リカ の 不景気を乗 り切 り、 ア

メ リ カ に家庭 も財産 も築い て 行く自覚が 感 じ られ る 。 「太 い 根」が あれ ば 、

木は多少 の 逆 境 に も繁茂 で きる 。 父が が っ ち りと した基盤 を造 れ ば 、 子供

らは大 き く成長す る 。 「明い 日が 近づ い て 来 ます／ 貧乏 の どん 底か ら／地

中深 く食 ひ込 ん だ私の 根が ／梢 に枝 に芽をふ くらま して ／や が て 緑 に 茂 る

日が」来 るで あろ う （「健や か な靴 『詩集』223」）。

暗雲

　1932年 、 外 川 は念願 で あ っ た 『詩集』 を 出版 した 。 店の 経営に 追われ な

が ら も 、 書 き続 け る こ と 、 「そ れ だ けが 心 の 窓の 灯 で あつ た」 （『蜜蜂 の う

た』 172）。 世 の 中は不景気で は あ っ たが 、 文芸活動 は 盛ん で あ っ た 。 仕事

に追 わ れ 、 灸 をす えなが らも 、 詩作 を続 け新聞 に寄稿 した 。

そ して 土 曜 日は よい 売 っ て 売 り上 げが 多か っ た努力だ努力だ 、 奮闘を

続け て 行 かなければ駄 目だ 、 姉 に 点灸 して 貰 っ て 夕食 して か うして 日

記 を書 い て い る大分疲れ て もゐ るが 気持 ちが よい 、為 るだけの 事 を為 っ

た後は気持 ち よい もの だ （1935年 4 月22日）。

　努力 を続 ける こ と 、 それ が外 川の 満足 で あ っ た よ うだ 。 しか し1937年 、

農 産物価格 の 急 落で 、 三 浦農産商会は大 きな損失 を蒙 っ た 。 その 年 、 経 営

者 は死去 、 外川 が 再建 を担 っ て 行 く。 仕事 へ の 没入 と子供の 成 長 で 、 故郷

は そ れ ほ ど懐 か しい もの で は な くなる 。 「何 時 と は な く故郷 を恋ふ 心の 失

は れ て 行 くの は喜で あ るか悲 で あ るか 、故郷 は 兎 もあれ 母 に だ け済 ない や

うな気持 に な っ て 来 る」 と 1937年 3 月20日に 記 して い る 。

　1939年 、
つ い に 日米条約が 廃棄 され た 。 「ア メ リ カ の 土 に な るべ き運命
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の 吾 と思へ ば さ び しい の だ」 と、 日記 に記 して い る 。 こ の 日、 売 り上 げ も

極 端 に 少 なか っ た （1939年 8 月10日）。 それで も、 徴兵が ある わ けで もな

く、 「た だ慰 問金 を送る こ とだ けの 勿体ない くら し」（8 月11 日）で あ っ た 。

こ の こ ろ の 日記 に は 、 日米 関係 の 将 来 を案 じて 、 友人 ら と話 し込む 記載が

多い 。

　1940年 、 ア メ リ カで は批 判の 強か っ た 日独 伊三 国協定が締結 され た 。 外

川 は 締結の 原因は ア メ リ カ に あ るの で は ない か と思い つ つ も、 日米戦争の

噂 に 、 自分 自身の 不 安 を打 ち 消す か の よ うに 、 「日米戦 争 ？そ ん な こ とは

夢だ に 思 は ずに 、 日々 の 仕事 に 邁進 しや う。 地球の 不幸 よ救 は れ よ仲秋 の

月に 合 唱す」 と記 して い る （1940年 9 月28 日）。 日々 自分 の で きる こ と を

一
所懸命に 行 う。 そ れ が 彼の 人 生 哲学 の よ うに思 わ れ る 。 10月 には徴兵登

録が 始 まっ た 。 店に は二 世 とメ キ シ コ 系 ア メ リカ 人が 働 い て い た 。

一
人二

人 は徴 兵 され る と予想 したが 、 日記 に は 「仮 令戦争 は あ っ て もな くて も

［兵役 義務］ は必 要 な こ とな の だ 自由の 国 ア メ リ カ と云 へ どそ れ は 当然 の

事なの だ」 と記 して い る （10月16日）。 こ の こ ろ の 心境 を 、 外川 は

木 の 実紅 く／ 日に 日に 深 み ゆ く秋 ／秋風 よ 1あ りが た う／ お前 に心 を

ゆ すぶ られ て ／ 泌 々 再考 させ られ る ／ 「思 ひ 遣 り」 とい ふ 言葉 ／ こ ん

な良い 言葉が あ つ た の に ／ 私 は今 まで 忘 れ て ゐ た の だ ／ 否 、 私 ば か り

で は な い ／世界 中の 人 々 が ／ 隣人 へ の 思 ひ遣 りを ／ す つ か り忘 れ て ゐ

たか らだ／ 地球 をこ ん な に不幸 に させ た の だ

太平洋の 船の 往 来 も絶 えて ／ 泌 々 と遠 きふ る さ と… … ／子 供達 よ 、 幼

け れ ど／ 理 解 して くれ よ か し／ お 前達 の 生 れ た こ の 国 と／ 父 が 生 れ た

日本 との ／昔の ま まの 親交 を祈 りつ つ ／夕 雲 が茜 に染 まる裏庭 に／ 黙 々

と柿 の 木 を植 ゑ て ゐ る ／ 父 の 心の わ び しさ を 。 （「柿 の 木を植 ゑ る 日」

1941年 10月 8 日 『蜜蜂 の うた』 254　
一

　255）
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と詠 ん で い る 。 自分 の 力 で は ど うす る こ と もで きない 国 際情 勢 に 対す る不

安 、 もどか しさ と 、 無念 さ 。 黙 々 と 日本種 の 柿 を植 えて 、 そ の 柿 が無事生

長 し、 実 を結 ぶ こ とを願 う。 けれ ども、 日米関係は さ らに 暗転 して 行 く。

　商売 は順調 で あ っ た 。 1940年 は 「去年の 暮れ の 苦 しみ に 比 して 今年 は何

と云ふ 有 難い 年か 、 俺の 努力 は八 方 に よろ こ び を呼び起 こ して ゐ る の で あ

る」 と総括 して終 わる こ とが で きた （12月31日）。 けれ ども 、 日記に は 日

米関係 の 先行 きへ の 不安 と、 世界 平和 を祈 る 言葉が 続 く。 「日米 戦争な ど

は 断 じて 無い と信 じて ゐ る希望 で は な い こ れ は俺 の 観方 ［マ マ ］ で あ る信

念で もある」 （1941年 3月 13日） と断言 して い る 。

　外川 の 祈 りは通 じず 、 7 月25日 、 日本 人 資産の 凍結 を命 じる大統領行政

命 令が 下 っ た 。 外 川 は 、 借 金 を返済 し 、 残 金 は 妻の 名で 銀行 に 、 また市民

権 ない 縁者の 金を市民 権を もつ そ の 子 らの 名義で 預金 した 。 その 日、 外川

は 「本当に安心 した 」 と記 して い る （7 月28日）。 外川は 、 「三 浦農産商会

再 建 に 命 をか けた 俺 だ 、 そ して それ は見事 に成功 し 、 や が て 全完 ［マ マ ］

と云 ふ 所 まで 行 こ う として ゐ る 」 （10月15日）。 彼 の が ん ば りで 、借 金 を完

済 し 、 遺託 され た 店 も再建 した 。 念願 を果 た したの で あ る 。

　商売が よ うや く軌道 に 乗 っ た そ の と きに 、 12月 7 日 、 日本 軍 が真珠 湾 を

攻 撃 し 、 日米 戦争は 始ま っ た 。 「うそ だ 嘘 だ 口 そ ん な事が あ る もの か 必

ず何か の デ マ だ ろ う 1と思 っ て ゐ たが 日米 は遂に開戦 した の だ 。 遂 に 日本

が 先 に 宣戦布告 した の だ 。 最 も恐 ろ しい の ぞ ん で 居 らな か っ た事が や っ て

来 た の で 、 そ れ で もま だ信 じ られ ない 」。 翌 8 日 、 通 常 に 商売 を した が 、

心 は い らつ い た 。 市民権 を もつ 二 世 の 子女 の 名 で あ る程 度の 貯金 は して い

た の で 当面生 活 に 困 る こ とは な い とは い え 、

一 世 名義の 預貯金数千 ドル は

凍 結 され て い る 。 「遂 に来 るべ き最 悪 の 事が 来た の だ涙 も出 な い 」 が 、 「た

だ た だ うれ し く思 っ た の は此 処 に書 きつ くせ ぬ 或 る外人 の 親切 で あ っ た 」

（12月 9 日）。 周囲 の 主 だ っ た 人々 は拘引 され 、 店 と 自分 の 運 命に
…

喜
一憂

103 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Shirayuri College

NII-Electronic Library Service

Shlrayurl 　 College

しつ つ 1941年は 終 わ っ た 。

結 びにか え て

　外川 は 自分 の 詩 に つ い て 、 「時折 閃め く素 晴 ら し い 感覚 が ／ 俺 を大 詩 人

に妄想 させ る／ だ が 　当底 ［マ マ ］俺 の 詩 は／ こ の 不格好 な労働靴 か ら／

脱す る こ とは 出来 ない の だ」と語 っ て い る （「詩作 日記」 『詩 集』203− 204）。

確か に 、 彼の 詩 に は 日常生活の
一

コ マ を切 り取 っ て み せ る 、 き らめ く言 葉

は あ る 。 しか し 、 そ の き らめ きが 発 した光 が続 か ない 。 メ ッ セ ー ジ を一 つ

に凝縮 す る ため の 、 そ ぎ落 と しの 作業が不 足 して い る 。 突 き詰め て 行 く緊

迫感が 感 じ られ ない
。 外 川は む しろ 聞 き上手だ っ た と聞 くが 、 その 詩 は饒

舌す ぎる。 日記 を読 む 限 り、 反省 の 人 で あ り、 精進の 人 で あ る 。 そ の 詩 も

推敲 に推敲 を重 ね た と は 思 わ れ るが 、 そ れ で もなお 、 自らが 苦労 して 見 つ

けた言葉 を 、 切 り捨 て て しま う冷徹 さ に 欠けて い た よ うに思 わ れ る 。

　 け れ ども、 「こ の 不格好 な労働 靴 か ら／ 脱す る こ とは 出来 ない 」 彼 の 詩

は 、 そ の 「不格 好 な」 さが 魅力 で ある 。

一
日中は き続 け 、 か な りの 病気 の

時に しか脱 ぐこ との で きない 「労働靴」 か ら生 まれ た 詩 に は 、 「労働靴」

だ けが生 み だすこ との で きる喜怒哀楽が ある 。 力が ある 。

　 外 川は 、 日本で は 、

一 家の 大黒柱 と して 、

一 家 を支 え る糧 を得 られ なか っ

た 。 挫折 を体験 して い た 。 ア メ リ カ で も金儲けの た め に 「暗 き方へ と伸 び

て 」 行 くだ けで あ っ た 。 不況 の 時代 に 結婚 し、子供 を持 ち、 日米 の 家族 を

支 える た め に は 「太 い 根 が
一 本必 要 だ」 と 自覚 した時 、 ア メ リ カが彼 の 家

に な っ た 。

　 彼 の 詩 は抵抗 の 詩 で は な い 。 日々 の 生 活苦 に 吐息 をつ くが、 その 吐息 は

流 れ 出す だけ で 、 大 きな うね りを生 み 出す こ とは なか っ た 。 ア メ リ カ を家

と した と きに 、 そ の 家の 土 台 を ひ っ くり返すつ も りは まっ た くなか っ た の

で ある 。 た だ 、 太 い 根 を下 ろ そ うと努力 した の で あ っ た 。 しか し自覚的努
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力の 結果 、 彼 は 「亡 者」 を脱 し、 ア メ リカ に ホー ム を創 り始 め て い た 。
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